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１
は
じ
め
に

　

高
齢
化
の
進
展
は
日
本
の
直
面
す
る
大
き

な
課
題
で
あ
る
。
日
本
は
人
口
減
少
社
会
に

入
る
一
方
で
、
高
齢
者
人
口
（
六
五
歳
以
上

の
人
口
）
は
増
加
し
て
お
り
、
高
齢
化
率
も

上
昇
の
一
途
で
あ
る
（
図
表
１
）。
本
稿
が

調
査
対
象
と
す
る
東
海
三
県
も
例
外
で
は
な

く
、
高
齢
化
率
は
二
○
一
○
年
の
国
勢
調
査

で
は
愛
知
県
は
二
○
・
三
％
だ
が
、
岐
阜
県

（
二
四
・
一
％
）
と
三
重
県
（
二
四
・
三
％
）

は
全
国
（
二
三
・
○
％
）
を
上
回
っ
て
お
り
、

今
後
も
三
県
と
も
高
齢
化
率
の
上
昇
が
続
く

と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
高
齢
化
に
よ
っ
て

人
々
の
生
活
に
あ
ち
こ
ち
で
支
障
が
出
て
き

て
お
り
、
高
齢
者
の
日
常
生
活
を
支
え
る
医

療
や
福
祉
、
さ
ら
に
そ
の
周
辺
分
野
で
様
々

な
サ
ー
ビ
ス
や
機
器
・
器
具
が
必
要
と
さ
れ

て
い
る
。

　

一
方
、
経
済
的
に
は
、
東
海
地
域
は
事
業

所
数
で
も
従
業
者
数
、
生
産
額
い
ず
れ
で
も

製
造
業
（
も
の
づ
く
り
）
が
占
め
る
割
合
が

高
く
、
も
の
づ
く
り
企
業
が
産
業
の
中
心
と

な
っ
て
い
る
（
図
表
２
）。
し
か
し
、
東
海

地
域
の
主
要
産
業
で
あ
る
自
動
車
産
業
に
代

表
さ
れ
る
よ
う
に
、
製
造
業
の
海
外
現
地
生

産
比
率
は
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
と

と
も
に
増
加
し
て
お
り
（
図
表
３
）、
国
内

生
産
の
空
洞
化
が
進
ん
で
い
る
。
こ
れ
に
対

応
す
る
た
め
に
は
、
海
外
で
の
生
産
へ
進
出

す
る
か
、
国
内
で
こ
れ
か
ら
需
要
が
伸
び
る

と
見
込
ま
れ
る
新
た
な
分
野
に
参
入
す
る
か

な
ど
い
ず
れ
も
新
し
い
取
り
組
み
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
流
れ
の
中
で
高
齢
化
の
進
展
と

と
も
に
、
今
後
の
成
長
産
業
と
し
て
医
療
、

福
祉
、
健
康
に
ま
た
が
る
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業

に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
東

海
地
域
の
も
の
づ
く
り
中
小
企
業
の
新
規
進

出
分
野
と
し
て
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
と
は
ど

の
よ
う
な
産
業
で
、
そ
こ
へ
の
参
入
ル
ー
ト

に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
な
ど
に

つ
い
て
検
証
す
る
。

２
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
に
つ
い
て

（
１
）
概
要

　

ま
ず
、
最
初
に
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
と
呼
ば

れ
る
分
野
全
体
を
概
観
し
て
み
た
い
。
ヘ
ル

ス
ケ
ア
産
業
と
は
医
療
お
よ
び
介
護
ま
た
は

健
康
に
関
連
す
る
も
の
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
製
造
業
や
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
大
き
な
領

域
に
ま
た
が
る
産
業
で
あ
る
（
図
表
４
）。

医
療
・
福
祉
施
設
の
運
営
や
そ
こ
で
の
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
中
心
に
、
そ
れ
を
取
り
巻
く
、

医
薬
品
や
医
療
機
器
の
製
造
・
販
売
、
さ
ら

に
福
祉
施
設
や
家
庭
で
使
わ
れ
る
福
祉
機

器
・
用
具
や
健
康
機
器
な
ど
の
製
造
・
販
売
、

そ
れ
ら
の
機
器
・
用
具
を
構
成
す
る
部
品
や

部
材
の
製
造
・
販
売
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
の
機

ヘル
ス
ケ
ア
産
業
へ
の
挑
戦 

―
東
海
地
域
の
も
の
づ
く
り
中
小
企
業
に
と
っ
て
の
新
規
分
野

共
立
総
合
研
究
所
調
査
部
　
主
任
研
究
員
　
市
來
　
圭

図表１　全国と東海3県の高齢化率の推移

図表２　製造業の全産業に占める割合 (2012年)

図表３　製造業の海外現地生産比率

図表４　ヘルスケア産業のイメージ

資料出所：2010 年までは総務省「国勢調査」、2015 年以降は国立社会保障・人口問題研
究所「将来推計人口（平成 24年 1月推計）」の出生中位・死亡中位仮定による
推計結果より共立総合研究所にて作成

資料出所：総務省「2012 年経済センサス」および内閣府、各
県「県民経済計算」より共立総合研究所にて作成

資料出所：経済産業省「通商白書 2012」より共立総合研究所にて作成

資料出所：各種資料より共立総合研究所にて作成
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器
・
用
具
を
作
動
さ
せ
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の

開
発
・
販
売
も
含
ま
れ
る
。
そ
の
他
に
も
金

融
・
保
険
や
情
報
通
信
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
産

業
な
ど
が
そ
の
周
り
を
取
り
巻
い
て
い
る
。

　

サ
ー
ビ
ス
か
ら
製
造
ま
で
幅
広
い
業
種
に

わ
た
る
こ
と
に
加
え
て
、
様
々
な
規
制
の
下
、

経
済
性
よ
り
も
安
全
性
が
優
先
さ
れ
る
こ
と

も
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
の
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、

そ
の
価
格
を
み
る
と
、
医
薬
品
や
医
療
機
器

は
健
康
保
険
制
度
で
、
福
祉
機
器
・
用
具
は

介
護
保
険
制
度
で
公
的
に
決
定
さ
れ
、
支
払

い
も
健
康
保
険
や
介
護
保
険
な
ど
公
的
保
険

制
度
と
自
己
負
担
に
よ
っ
て
カ
バ
ー
さ
れ
る

な
ど
、
他
の
産
業
分
野
と
は
異
な
る
特
徴
が

あ
る
。

　

次
に
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
の
中
で
も
東
海

地
域
の
も
の
づ
く
り
中
小
企
業
に
と
っ
て
注

目
す
べ
き
分
野
と
し
て
、
医
療
機
器
製
造
業
、

医
療
機
器
の
部
品
・
部
材
製
造
業
、
福
祉
機

器
・
用
具
等
製
造
業
の
三
つ
の
分
野
を
と
り

あ
げ
て
概
説
す
る
。

（
２
）
医
療
機
器
製
造
業

　

医
療
機
器
市
場
の
特
性
と
し
て
は
、
①
多

品
種
少
量
の
製
品
群
の
ニ
ッ
チ
市
場
、
②
輸

入
品
の
割
合
の
高
さ
、
③
規
制
の
厳
し
さ
、

④
医
療
現
場
と
の
連
携
の
必
要
性
を
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。

Ａ　

医
療
機
器
と
は

　

医
療
機
器
と
は
薬
事
法
第
二
条
四
項
で

「
人
若
し
く
は
動
物
の
疾
病
の
診
断
、
治
療

若
し
く
は
予
防
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
、
又
は

人
若
し
く
は
動
物
の
身
体
の
構
造
若
し
く
は

機
能
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
」
が
目
的
と
さ

れ
る
機
器
・
器
具
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
厚

生
労
働
省
が
政
令
で
定
め
る
も
の
と
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
に
四
○
○
○
種
類
以
上
の

品
目
が
政
令
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
も

と
に
企
業
ご
と
の
製
品
品
目
が
三
○
万
以
上

あ
る
と
言
わ
れ
、
極
め
て
多
品
種
の
機
器
・

器
具
類
で
あ
る
。

　

大
き
く
は
診
断
用
と
治
療
用
と
に
分
類
さ

れ
る
。
診
断
用
機
器
と
し
て
は
、
例
え
ば
、

Ｍ
Ｒ
Ｉ
や
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ナ
の
よ
う
な
大
型
の

も
の
か
ら
、
血
圧
計
・
体
温
計
と
い
っ
た
身

近
な
も
の
ま
で
あ
る
。
ま
た
、
治
療
用
機
器

に
も
放
射
線
照
射
装
置
や
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ

ト
の
よ
う
な
大
型
機
器
か
ら
、
人
工
関
節
や

ペ
ー
ス
・
メ
ー
カ
ー
と
い
っ
た
人
体
に
埋
め

込
む
小
型
機
器
の
ほ
か
、
内
視
鏡
や
カ
テ
ー

テ
ル
の
よ
う
な
も
の
、
さ
ら
に
メ
ス
や
ピ
ン

セ
ッ
ト
の
よ
う
な
小
物
類
ま
で
あ
る
。

Ｂ　

医
療
機
器
の
市
場
規
模

　

二
○
一
一
年
の
医
療
機
器
の
国
内
市
場
規

模
は
二
兆
三
八
六
○
億
円
と
推
計
さ
れ
て
い

る
（
図
表
５
）。
そ
の
内
、
治
療
用
機
器
が

一
兆
二
一
六
○
億
円
と
半
分
を
占
め
、
診
断

用
機
器
は
六
一
二
四
億
円
と
治
療
用
機
器
の

半
分
程
度
で
あ
る
。
た
だ
し
、
多
品
種
少
量

の
製
品
群
で
構
成
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
れ

ぞ
れ
の
個
別
の
製
品
の
市
場
は
大
き
く
な
い
。

　

国
内
生
産
一
兆
八
○
八
五
億
円
の
う
ち
、

図表５　医療機器の国内市場規模

図表６　東海3県の医療機器生産額

図表７　都道府県別医療機器生産額（2011年）

図表８　医療機器のクラス分類と届出・認証・承認

資料出所：厚生労働省「薬事工業生産動態統計」より共立総合研究所にて作成

注：億円未満は四捨五入。そのため、合計が一致しない場合がある。
資料出所：厚生労働省「薬事工業生産動態統計年報」より共立総合研究所にて作成

資料出所：各種資料より共立総合研究所にて作成

資料出所：厚生労働省「平成 23年薬事工業生産動態統計年報」より共立総合研究
所にて作成
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国産 輸入

診断用機器 6,124 億円 治療用機器1兆2,160 億円（億円） その他5,576億円

国内市場規模2兆3,860 億円

億円
2006 年 2007 年 2008 年 2009 年 2010 年 2011 年

愛知県 550 552 531 466 515 502

岐阜県 358 299 307 336 287 335

三重県 21 27 31 31 35 36

東海 3県 928 878 869 833 837 873

全国 16,883 16,845 16,924 15,762 17,134 18,085

全国比（％） 5.5 5.2 5.1 5.3 4.9 4.8

3,449

1,647

1,144

1,121

976

926

909

873

850

632
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574

502

335
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１.静 岡
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6.茨 城

7.千 葉

（東海三県）

8.埼 玉

9.山 梨

10.滋 賀

11.兵 庫

12.愛 知

16.岐 阜

39三 重

(億円）

薬事法
による分類

医療機器規制国際整合化会議
（GHTF) による分類 品目例 規制 品目数

(2012/10 現在）

一般医療機器 クラス I
不具合が生じた場合でも、
人体へのリスクが極めて
低いと考えられるもの

体外診断用機器、メス、ピ
ンセット、X線フィルム、救
急絆創膏、歯科技工用用品

届出 1,195

管理医療機器 クラスⅡ
不具合が生じた場合でも、
人体へのリスクが比較的
低いと考えられるもの

MRI,X 線 CT、消化器用カテ
ーテル、内視鏡、補聴器、
電子体温計、歯科用合金

認証 1,791

高度管理医療
機器

クラスⅢ
不具合が生じた場合、人
体へのリスクが比較的高
いと考えられるもの

人工呼吸器、透析器、人工骨、
コンタクトレンズ、歯科用
インプラント材

承認

755

クラスⅣ
不具合が生じた場合、
生命の危険に直結するお
それがあるもの

心臓ペースメーカー、除細
動器（体内用）、人口心臓弁、
その他体内植込み・留置機
器類の多く

340



特集―企業の成長戦略と人材育成

Business Labor Trend 2013.9

31

四
八
○
九
億
円
が
輸
出
さ
れ
る
一
方
、
一
兆

五
八
四
億
円
が
輸
入
さ
れ
て
お
り
、
国
内
市

場
で
は
四
四
・
四
％
が
輸
入
品
で
占
め
ら
れ

て
い
る
。
特
に
、
治
療
用
機
器
の
輸
入
が
多

い
。

　

二
○
一
一
年
の
医
療
機
器
生
産
金
額
に
お

け
る
東
海
三
県
の
占
め
る
割
合
は
全
国
比

四
・
八
％
で
あ
り
、
近
年
、
低
下
傾
向
に
あ

る
（
図
表
６
）。
県
別
に
は
愛
知
県
が
五
○

二
億
円
（
全
国
一
二
位
）、
岐
阜
県
三
三
五

億
円
（
同
一
六
位)

、三
重
県
三
六
億
円
（
同

三
九
位
）
で
あ
る
。
ち
な
み
に
全
国
で
は
、

静
岡
県
が
三
四
四
九
億
円
で
一
位
、
栃
木
県

が
一
六
四
七
億
円
で
二
位
、
東
京
都
が
一
一

四
四
億
円
で
三
位
で
あ
る
（
図
表
７
）。
静

岡
県
は
多
く
の
大
手
企
業
の
工
場
が
集
積
し
、

県
と
し
て
も
特
区
を
設
置
す
る
な
ど
医
療
機

器
産
業
支
援
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

Ｃ　

医
療
機
器
を
め
ぐ
る
法
規
制

　

医
療
機
器
は
薬
事
法
の
規
制
の
下
に
あ
り
、

規
制
は
二
段
階
に
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
製
造
、

販
売
を
行
う
企
業
は
厚
生
労
働
省
よ
り
「
製

造
業
許
可
」
も
し
く
は
「
製
造
販
売
業
許
可
」、

「
販
売
業
許
可
」
の
い
ず
れ
か
の
許
可
を
取

得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
次
に
個
別
の
医

療
機
器
に
対
し
て
、
人
体
へ
与
え
る
影
響
に

よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
ク
ラ
ス
に
応
じ
て

「
届
出
」
も
し
く
は
「
承
認
」
か
「
認
証
」

が
必
要
で
あ
る
（
図
表
８
）。「
承
認
」
は
独

立
行
政
法
人
医
療
品
医
療
機
器
総
合
機
構(

Ｐ
Ｄ
Ｍ
Ａ)

の
審
査
に
も
と
づ
き
、
厚
生
労

働
大
臣
が
行
う
。
こ
れ
に
対
し
て
「
認
証
」

は
あ
ら
か
じ
め
国
が
策
定
し
た
認
定
基
準
に

も
と
づ
い
て
、
第
三
者
機
関
が
行
う
。

　

薬
事
法
の
規
制
の
下
に
あ
る
こ
と
で
気
を

つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
一
般
機
器

の
製
造
と
違
い
、
医
療
機
器
は
承
認
を
受
け

た
後
は
製
造
工
程
を
自
由
に
変
え
る
こ
と
が

で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。
新
た
に
承
認
を
受

け
れ
ば
変
え
る
こ
と
が
で
き
、
承
認
を
受
け

た
上
で
の
変
更
は
か
な
り
の
頻
度
で
行
わ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
周
辺
領
域
で
の
ビ
ジ
ネ
ス

を
目
指
す
場
合
で
も
、
薬
事
法
に
抵
触
し
な

い
よ
う
、
あ
る
程
度
勉
強
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
。

　

ま
た
、
法
定
の
規
制
で
は
な
い
が
、
医
療

機
器
の
製
造
に
あ
た
っ
て
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ
一
三
四

八
五
の
取
得
が
一
般
的
で
あ
る
。
こ
れ
は
医

療
機
器
に
特
化
し
た
品
質
管
理
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
規
格
で
あ
り
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
九
○
○
一
の
医
療

機
器
版
で
あ
る
。
国
際
標
準
規
格
で
あ
り
、

海
外
と
の
取
引
で
は
多
く
の
場
合
、
取
得
を

要
求
さ
れ
る
規
格
で
あ
る
。
国
内
で
は
「
製

造
業
許
可
」
を
取
得
す
る
際

の
要
求
事
項
が
Ｉ
Ｓ
Ｏ
一
三

四
八
五
に
準
じ
て
作
ら
れ
て

い
る
。

Ｄ　

医
療
現
場
と
の
連
携

　

医
療
現
場
と
の
連
携
の
必

要
性
も
医
療
機
器
市
場
の
重

要
な
特
徴
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

医
療
機
器
の
最
終
的
な
消
費

者
は
医
師
、
看
護
師
な
ど
医

療
関
係
者
で
あ
り
、
そ
の
医

療
関
係
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
た

め
、
医
療
関
係
者
や
医
療
機

関
な
ど
医
療
現
場
と
の
連
携

が
欠
か
せ
な
い
。
さ
ら
に
、

医
療
現
場
と
の
連
携
は
、
機

器
の
開
発
過
程
で
治
験
が
必

要
で
あ
る
場
合
に
は
特
に
重

要
で
あ
る
。

（
３
）
医
療
機
器
の
部
品
・
部
材
製
造
業

　

医
療
機
器
の
製
造
・
販
売
に
は
許
可
や
承

認
・
認
証
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

医
療
機
器
の
部
品
や
部
材
は
薬
事
法
の
規
制

対
象
外
で
あ
り
、
許
可
等
は
必
要
な
い
。
さ

ら
に
、
医
療
機
器
で
は
安
全
性
が
重
視
さ
れ

る
特
性
か
ら
、
部
品
・
部
材
供
給
企
業
も
製

造
物
責
任
等
が
問
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

一
般
に
誤
解
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
薬
事

法
で
は
調
達
部
品
・
部
材
の
使
用
可
否
の
判

定
責
任
は
医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
に
あ
る
と
さ

れ
て
お
り
、
部
品
製
造
企
業
は
責
任
を
問
わ

れ
な
い
。

　

ま
た
、
製
造
物
責
任
法
で
も
第
４
条
「
免

責
事
由
」
の
第
二
項
「
部
品
・
原
材
料
、
製

造
業
者
の
抗
弁
」
で
、
部
品
・
部
材
の
供
給

者
に
対
し
て
は
、
最
終
製
品
の
製
造
物
責
任

は
波
及
し
な
い
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
取
引

契
約
で
製
造
物
責
任
の
免
責
事
項
を
具
体
的

に
盛
り
込
む
な
ど
の
対
処
方
法
も
あ
り
、
医

療
機
器
を
め
ぐ
る
リ
ス
ク
は
適
切
に
対
処
す

れ
ば
過
度
に
恐
れ
る
必
要
は
な
い
。

　

医
療
機
器
の
部
品
や
部
材
に
関
し
て
正
確

に
網
羅
し
た
統
計
は
な
い
が
、
そ
の
市
場
規

模
を
推
し
量
る
デ
ー
タ
と
し
て
、
工
業
統
計

で
「
医
療
用
機
械
器
具
の
部
分
品
・
取
付
具
・

附
属
品
」
と
し
て
分
類
さ
れ
た
製
品
の
二
○

一
○
年
の
出
荷
額
を
見
て
み
る
と
、
総
額
は

全
国
で
一
○
○
七
・
二
億
円
で
あ
る
。
そ
の

内
、
愛
知
県
の
出
荷
額
は
一
二
六
・
八
億
円
、

全
国
二
位
の
規
模
で
あ
り
、
岐
阜
県
の
出
荷

額
は
一
・
一
億
円
で
あ
っ
た
（
図
表
９
）。

注：事業所数が 2カ所以下のため、データが公開されていない
資料出所：経済産業省「平成 22年工業統計表（品目編）」より共立総

合研究所にて作成

資料出所：日本福祉用具・生活支援用具協会資料より共立総合研究所にて作成

資料出所：日本福祉用具・生活支援用具協会「2010 年度福祉用具産業の市場動向調査
結果」および公益財団法人共用品推進機構「共用品市場規模に関する 2011
年度調査に関する報告」より共立総合研究所にて作成

図表９　東海3県の医療機器部品等の出荷額

図表10　福祉機器・用具と共用品の具体例

図表11　福祉機器・用具および共用品の市場規模

（億円）
2006 年 2007 年 2008 年 2009 年 2010 年

岐阜県 1.5 1.9 1.8 1.2 1.1
愛知県 119.8 153.3 160.0 132.9 126.8
三重県 0.6 0.7 1.2 1.3 ー ( 注 )
東海 3県 121.9 155.9 163.0 135.4 127.9
全国 801.1 941.2 1,230.4 967.6 1,007.2
全国比（％） 15.2 16.6 13.2 14.0 12.7

福祉機器・用具 共用品

車いす

杖・歩行器

めがね
温水洗浄便座

エレベーター

補聴器
乗用車（座席シフト）

自販機

オムツ
低床型バス

ATM・CD機

ベッド
ホームエレベーター

玩具

義肢・装具等 時計　等

点字、凸文字、音声、
光などの機能を有した

（億円）
2006 年度 2007 年度 2008 年度 2009 年度 2010 年度

福祉機器・用具 12,823	 12,334	 11,758	 10,992	 11,504	
共用品 29,990	 32,396	 33,402	 34,302	 36,324	
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な
お
、
三
重
県
は
事
業

所
数
が
二
カ
所
以
下
の

た
め
、
二
○
一
○
年
の

出
荷
額
は
公
表
さ
れ
て

い
な
い
。

　

医
療
機
器
の
生
産
が

多
品
種
少
量
で
あ
る
た

め
、
そ
の
部
品
・
部
材

の
発
注
も
小
ロ
ッ
ト
で
、

そ
の
供
給
は
中
小
企
業

が
も
っ
ぱ
ら
担
っ
て
お

り
、
自
動
車
部
品
で
言

え
ば
デ
ン
ソ
ー
や
ア
イ

シ
ン
精
機
の
よ
う
な
大

手
部
品
メ
ー
カ
ー
は
あ

ま
り
存
在
し
な
い
。
医

療
機
器
の
部
品
・
部
材

の
供
給
に
関
し
て
は
、

中
小
企
業
が
直
接
、
医

療
機
器
メ
ー
カ
ー
と
や

り
取
り
す
る
こ
と
が
多

い
の
が
特
徴
で
あ
る
。

医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
は

医
療
機
器
の
開
発
に
あ

た
っ
て
様
々
な
要
素
技

術
を
も
つ
企
業
を
探
し

て
お
り
、
そ
の
よ
う
な

医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
と

の
マ
ッ
チ
ン
グ
方
法
で

有
効
な
の
は
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
と
展
示
会
で

あ
る
。
特
に
展
示
会
は

直
接
医
療
機
器
メ
ー
カ

ー
の
担
当
者
か
ら
ニ
ー

ズ
を
聞
く
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
部
品
製
造
に

取
り
組
み
た
い
中
小
企

業
に
と
っ
て
は
情
報
を

図表12　ヘルスケア産業への参入ルート・イメージ

資料出所：一般財団法人機械振興協会経済研究所「期待される医療機器産業と機械産業の挑戦課題」および各種資料より共立総合研究所にて作成

作るもの

作り方

規制、

リスクへ

の対応

販売

アフター・

サービス

ヘルスケア産業への参入

医療機器

自社ブランド ＯＥＭ生産

部品、部材

汎用 仕様指定 共同開発

薬事法への対応必要 薬事法への対応不要

自社で対応 供給先メーカー

対応

福祉機器・用具、共用品など

自社ブランド ＯＥＭ生産 部品、部材

供給先メーカーに使用可否判定責任 製造物責任へ

の対応必要

製造物責任

供給先メーカー対応

機器の保守・補修

体制を整備

自社で販社、医療

供給先メーカーで保守・補修体制を整備

供給先メーカーで販社、医療機関等へ販売

機器の保守・補修

体制を整備

自社で販社、レンタル業

供給先メーカーで機器の保

守・補修体制を整備

供給先メーカーで販社、レンタ

ル業者、福祉施設等へ販売

集
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
医
療
機

器
メ
ー
カ
ー
と
の
接
点
を
持
つ
の
に
も
最
適

で
あ
る
。

（
４
）
福
祉
機
器
・
用
具
等
製
造
業

　

ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
に
は
、
医
療
機
器
以
外

に
も
福
祉
施
設
や
家
庭
で
使
わ
れ
る
機
器
・

用
具
類
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
大
き
く
は
福
祉

機
器
・
用
具
と
共
用
品
に
分
け
ら
れ
て
い
る

（
図
表
10
）。
福
祉
機
器
・
用
具
は
福
祉
用

具
法
に
定
め
ら
れ
た
「
心
身
の
機
能
が
低
下

し
日
常
生
活
を
営
む
の
に
支
障
の
あ
る
高
齢

者
及
び
障
が
い
者
の
自
立
の
促
進
な
ら
び
に

介
護
を
行
う
人
の
負
担
の
軽
減
を
図
る
」
た

め
の
機
器
・
用
具
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
車

い
す
や
杖
、
め
が
ね
、
補
聴
器
、
お
む
つ
、

ベ
ッ
ド
、
義
肢
・
装
具
な
ど
で
あ
る
。
二
○

一
○
年
度
の
福
祉
機
器
・
用
具
の
市
場
規
模

は
一
兆
一
五
○
四
億
円
と
推
計
さ
れ
て
い
る

（
図
表
11
）。

　

福
祉
機
器
・
用
具
以
外
に
も
、「
身
体
的
な

特
性
や
障
害
に
か
か
わ
り
な
く
、
よ
り
多
く

の
人
々
が
共
に
利
用
し
や
す
い
製
品
・
施
設
・

サ
ー
ビ
ス
」
と
定
義
さ
れ
た
共
用
品
と
よ
ば

れ
る
製
品
群
が
あ
り
、
そ
の
市
場
規
模
は
三

兆
六
三
二
四
億
円
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
た

だ
し
、
福
祉
機
器
・
用
具
と
共
用
品
と
は
重

な
る
部
分
も
あ
る
た
め
、
福
祉
機
器
・
用
具

等
全
体
の
市
場
規
模
は
正
確
に
は
分
か
ら
な

い
。

　

福
祉
機
器
・
用
具
等
の
市
場
の
特
徴
は
①

個
々
の
製
品
の
市
場
規
模
が
小
さ
い
こ
と
、

②
品
質
で
は
欧
米
か
ら
の
、
価
格
で
は
ア
ジ

ア
か
ら
の
輸
入
品
と
の
競
合
が
あ
る
こ
と
、

③
認
知
度
が
低
い
こ
と
、
④
価
格
が
介
護
保

険
制
度
な
ど
で
決
め
ら
れ
て
お
り
、
丁
寧
に

対
応
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
収
支
が
合
わ
な
く
な

る
こ
と
、
⑤
行
政
施
策
の
影
響
が
大
き
い
こ

と
、
⑥
高
い
安
全
性
、
信
頼
性
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。

３
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
へ
の
参
入
ル
ー
ト

　

以
下
で
は
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
の
中
で
も

中
核
分
野
で
あ
る
医
療
機
器
へ
の
進
出
を
中

心
に
、
も
の
づ
く
り
企
業
に
と
っ
て
の
ヘ
ル

ス
ケ
ア
産
業
へ
の
参
入
ル
ー
ト
を
整
理
す
る

（
図
表
12
）。

（
１
）
何
を
作
る
か

　

も
の
づ
く
り
中
小
企
業
に
よ
る
ヘ
ル
ス
ケ

ア
産
業
へ
の
参
入
で
は
、
ま
ず
「
何
を
作
る

か
」
に
つ
い
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
主
に
、
医
療
機
器
、
医
療

機
器
の
部
品
・
部
材
、
福
祉
機
器
・
用
具
の

三
つ
が
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
機

器
や
部
品
を
作
る
に
あ
た
っ
て
、
自
社
製
品

と
す
る
の
か
、
供
給
先
の
製
品
と
す
る
の
か

に
よ
っ
て
以
下
の
リ
ス
ク
へ
の
対
応
な
ど
が

違
っ
て
く
る
。

（
２
）
薬
事
法
や
製
造
物
責
任
な
ど
へ
の

対
応

　

次
に
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
へ
の
参
入
に
あ
た

っ
て
薬
事
法
や
製
造
物
責
任
な
ど
へ
の
対
応

な
ど
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ

ら
の
リ
ス
ク
へ
の
対
応
で
は
医
療
機
器
が
薬

事
法
、
製
造
物
責
任
い
ず
れ
に
も
対
応
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
点
で
参
入
障
壁
が

一
番
高
い
。

　

医
療
機
器
へ
の
参
入
で
も
、
当
初
か
ら
自

社
製
品
を
製
造
す
る
場
合
と
、
Ｏ
Ｅ
Ｍ
で
受

託
生
産
す
る
場
合
が
あ
る
。
Ｏ
Ｅ
Ｍ
受
託
生

産
を
す
る
場
合
は
、
法
人
と
し
て
は
医
療
機

器
製
造
業
許
可
の
み
必
要
で
あ
り
、
製
造
販

資料出所：一般財団法人機械振興協会経済研究所「期待される医療機器産業と機械産業の挑戦課題」および各種資料より共立総合研究所にて作成
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売
業
許
可
は
必
要
が
な
く
、
製
造
物
責
任
な

ど
の
リ
ス
ク
も
低
い
こ
と
か
ら
、
参
入
障
壁

が
自
社
製
品
の
製
造
よ
り
も
低
い
。

　

次
に
福
祉
機
器
・
用
具
な
ど
は
、
薬
事
法

は
対
象
外
で
あ
る
が
、
製
造
物
責
任
に
は
対

応
が
必
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、
介
護
ベ
ッ
ド

で
利
用
者
が
首
な
ど
を
挟
ま
れ
る
事
故
な
ど

が
多
発
し
た
が
、
こ
う
し
た
事
故
を
未
然
に

防
ぐ
必
要
が
あ
る
。

　

医
療
機
器
の
部
品
・
部
材
は
、
薬
事
法
の

対
象
外
で
あ
り
、
ま
た
、
製
造
物
責
任
で
も

免
責
条
項
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
う
し

た
リ
ス
ク
が
医
療
機
器
、
福
祉
機
器
・
用
具

の
製
造
よ
り
も
低
く
、
参
入
障
壁
が
三
つ
の

中
で
は
一
番
低
い
。
も
の
づ
く
り
中
小
企
業

に
と
っ
て
は
他
の
分
野
で
の
受
注
と
同
じ
形

態
で
取
引
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
な
じ
み

や
す
い
と
も
言
え
る
。

（
３
）
技
術
の
ア
ピ
ー
ル

　

部
品
や
部
材
の
製
造
へ
の
参
入
が
も
の
づ

く
り
中
小
企
業
に
と
っ
て
は
適
し
て
い
る
が
、

個
々
で
重
要
な
の
は
い
か
に
医
療
機
器
メ
ー

カ
ー
に
自
社
が
持
つ
要
素
技
術
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
か
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
医
療
機

器
メ
ー
カ
ー
の
求
め
る
技
術
は
何
で
、
自
社

の
持
つ
技
術
を
活
か
す
こ
と
で
そ
の
ニ
ー
ズ

に
ど
う
応
え
る
こ
と
が
出
来
る
か
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
販
社
と
の
関
係
が
重
要
で

あ
る
。
販
社
は
個
別
の
医
療
現
場
で
の
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
、
社
会
保
険
な
ど
の
手
続
き
か

ら
機
器
の
細
か
い
仕
様
変
更
な
ど
も
含
め
て

細
か
く
対
応
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
医
療

現
場
と
の
緊
密
な
関
係
か
ら
医
療
機
器
に
対

す
る
様
々
な
ニ
ー
ズ
を
集
め
て
い
る
。

　

医
療
現
場
か
ら
の
情
報
は
部
品
・
部
材
の

製
造
に
は
直
接
の
関
係
は
な
い
。
し
か
し
、

現
場
ニ
ー
ズ
を
知
る
こ
と
で
医
療
機
器
メ
ー

カ
ー
の
動
き
を
予
想
し
、
新
規
開
発
な
ど
に

対
し
て
技
術
提
案
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
展
示
会
な
ど
で
技
術
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
際
に
も
医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
が
求
め
る
形

で
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
効
果
が
高
く

な
る
。

　

ま
た
、
部
品
・
部
材
の
製
造
に
と
っ
て
は

品
質
管
理
な
ど
で
付
加
価
値
を
つ
け
、
で
き

る
だ
け
価
格
競
争
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
製
造
業
許
可

が
な
く
と
も
、
受
注
で
き
る
部
品
の
場
合
、

品
質
よ
り
も
価
格
で
の
競
争
に
な
る
こ
と
が

多
い
た
め
、
そ
う
い
う
部
品
で
は
な
く
、
あ

え
て
製
造
業
許
可
を
取
っ
て
品
質
管
理
を
求

め
ら
れ
る
よ
う
な
部
品
を
作
る
こ
と
で
、
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

４
お
わ
り
に

　

以
上
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
に
つ
い
て
概
観

し
て
き
た
が
、
最
後
に
新
規
参
入
分
野
と
し

て
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
の
将
来
性
に
つ
い
て

ま
と
め
た
い
。

　

ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
は
、
高
齢
化
の
進
展
と

と
も
に
そ
の
市
場
の
拡
大
が
期
待
で
き
る
産

業
で
あ
る
。
ま
た
、
多
品
種
少
量
の
製
品
群

か
ら
な
り
、
ニ
ッ
チ
市
場
が
多
数
存
在
す
る

こ
と
か
ら
、
中
小
企
業
に
と
っ
て
は
強
み
を

生
か
し
や
す
い
分
野
と
言
え
る
。

　

こ
の
分
野
で
は
医
療
や
福
祉
の
現
場
で
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
製
品
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
医
療
関
係
者
な
ど
と
の
連
携
が
求
め
ら

れ
る
な
ど
、
細
か
い
対
応
が
必
要
な
こ
と
も

小
回
り
の
利
く
中
小
企
業
に
と
っ
て
は
強
み

を
発
揮
し
や
す
い
。

　

さ
ら
に
、
東
海
地
域
に
は
も
の
づ
く
り
の

土
壌
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
や
生
産
ノ

ウ
ハ
ウ
が
培
わ
れ
て
き
て
お
り
、
医
療
機
器

や
そ
の
部
品
・
部
材
、
福
祉
機
器
・
用
具
な

ど
の
製
造
に
必
要
な
技
術
と
品
質
管
理
の
ノ

ウ
ハ
ウ
が
あ
る
。
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
は
安
全

性
が
特
に
重
視
さ
れ
る
分
野
で
も
あ
り
、
品

質
へ
の
要
求
水
準
が
高
い
こ
と
か
ら
、
東
海

地
域
の
も
の
づ
く
り
中
小
企
業
が
こ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
技
術
力
を
活
か
す
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
優
位
性
を
発
揮
で
き
る
分
野
で
も
あ

る
。

　

行
政
に
よ
る
支
援
も
近
年
、
充
実
し
て
お

り
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
へ
の
参
入
に
関
す
る

相
談
や
支
援
か
ら
、
具
体
的
な
製
品
開
発
で

の
産
学
官
の
連
携
、
さ
ら
に
薬
事
法
の
改
正

な
ど
の
法
制
度
の
整
備
な
ど
が
取
り
組
ま
れ

て
お
り
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
へ
の
参
入
の
環

境
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
よ
り
、
新
し
く
挑
戦
す
る
分
野
と
し

て
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
は
有
望
で
あ
る
と
言

え
る
。

　

ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
へ
の
参
入
に
あ
た
っ
て

は
、
以
下
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
お
く
必
要

が
あ
る
。

⑴　

薬
事
法
な
ど
の
規
制
に
適
切
に
対
応
し
、

リ
ス
ク
を
意
識
し
な
ら
対
処
で
き
る
範
囲

で
リ
ス
ク
を
取
っ
て
い
く
。

⑵　

医
療
現
場
な
ど
の
ニ
ー
ズ
に
細
か
く
対

応
す
る
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
、

情
報
収
集
に
努
め
て
お
く
。

⑶　

自
社
の
コ
ア
技
術
が
ど
こ
に
活
か
せ
る

の
か
に
つ
い
て
情
報
発
信
と
収
集
を
常
に

行
っ
て
お
く
。

　

医
療
機
器
と
い
う
と
技
術
的
に
も
、
安
全

性
な
ど
の
リ
ス
ク
の
観
点
か
ら
も
、
ま
た
、

法
規
制
な
ど
か
ら
も
参
入
の
ハ
ー
ド
ル
が
高

い
と
一
般
に
は
思
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

本
稿
で
述
べ
た
と
お
り
、
医
療
機
器
と
い
っ

て
も
様
々
な
も
の
が
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
リ

ス
ク
へ
の
対
応
で
も
難
し
い
も
の
が
あ
る
一

方
、
自
社
で
リ
ス
ク
を
負
う
必
要
の
な
い
場

合
も
あ
る
。
ま
ず
は
、
進
ん
で
新
規
分
野
の

扉
を
開
き
、
一
歩
踏
み
出
し
て
み
る
の
が
よ

い
。
東
海
地
域
の
も
の
づ
く
り
中
小
企
業
が

積
極
的
に
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
へ
挑
戦
す
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
。
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